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スペースを設Iriし、 2010年4月の新装オーフ。ンと同H寺に利用を開始した。 本稿では鳥取大学のラーェング ・コ
モンズについて、これまでのラーニング・コモンズをめぐる鵠論や現在の利用状況を踏まえながら、鳥取大学
固有のラーニング ・コモンズの意義について検討してみたい。
1 鳥取大学附属図書館にオープンしたラ ニング・ コモンズ
(1)ラーニング・コモンズについて














































































































































別表1 2010年 12月平日のラーニング ・コモンス別l用状況
168 (木) 17目(金〉 zo日(月) 218 (火) "日(氷) 24日(金)
時刻 I 12:0日I15: 0118凹I12:001凶叩I18:01 12:01)1 15:001 18:01 12凹 I15:01 18:01 12叩115叩118叩I12:01 15:001 18叩
デスクトップ陀 191 331 141 181 211 171 201 301 -1 191 31 zl 281 301 141 -1 16 
個人利用 71 101 '1 51 101 01 81 51 -1 51 131 '1 91 71 '1 -1 
グループ利用 151 1'1 121 61 91 '1 231 191 -1 81 131 91 10131 31 -1 
























注 平成 20年度の中央図書館の入館者統計によると、 月あたりの平均入館者数 33，594人に対して、 12月の入館者数は
30，894人であった。ちなみに、この年度で一月当たり最大の入館者数は 7月の62，927人、最小は 8月IJ)10，838人。
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